
当
社
は
永
暦
元
年
(
-
―
六

0
)
後
白
河
法
皇
が
熊
野
権
現
を
禅
林
寺

若
王
子
神
社

は
じ
め
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
蟻
の
熊
野
詣
」
の
初
見
は
「

H
佃
辞
許
」
と
さ
れ
る

が
ー
、
院
政
期
「
人
ま
ね
の
熊
野
詣
」
（
「
玉
葉
」
文
治
四
年
九
月
十
五

H
条）

と
い
う
諺
を
生
み
出
す
ま
で
流
行
し
た
熊
野
信
仰
は
、
歴
代
の
院
が
そ
れ
を
牽

引
し
た
こ
と
で
、
権
力
性
に
衷
打
ち
さ
れ
た
新
し
い
神
の
出
現
と
な
っ
た
。
京

に
も
熊
野
の
霊
を
移
し
祀
ろ
う
と
し
、
白
河
院
初
度
の
熊
野
詣
に
先
達
を
つ
と

め
た
三
井
寺
の
増
許
に
よ
っ
て
後
の
堅
護
院
に
勧
訥
さ
れ
た
の
を
喘
矢
と
し

て
、
京
及
ぴ
近
郊
の
大
寺
に
、
そ
し
て
後
白
河
院
の
仙
洞
御
所
法
住
寺
殿
に
も

迎
え
ら
れ
て
、
都
の
新
名
所
に
な
っ
て
ゆ
く
。
現
在
で
も
洛
中
三
熊
野
Ill
と
称

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
聖
護
院
熊
野
神
社
と
後
白
河
院
御
所
の
今
熊
野
神
社
、
そ

し
て
禅
林
寺
鎖
守
と
さ
れ
た
若
王
子
神
社
で
あ
る
。
前
二
社
が
明
確
な
創
始
の

記
録
を
持
つ
の
に
対
し
、
若
王
子
神
社
は
早
く
に
他
の
熊
野
神
社
と
の
混
同
が

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
創
始
は
明
確
で
は
な
い
。
現
在
、
若
王
子
神
社
で
配
布
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
京
洛
束
那
智
熊
野
若
王
子
神
社
哲
学
の
道

起
点
東
山
三
十
六
峰
の
ふ
も
と
」
の
見
出
し
の
も
と
「
本
社
の
由
来
」
と
し

て、

（
禅
林
寺
新
熊
野
社
）

2
 

（
永
観
堂
）
の
守
設
神
と
し
て
勧
訥
せ
ら
れ
祈
願
所
と
さ
れ
た
正
束
l
l
J
若

王
子
の
鎖
守
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
当
社
の
み

が
今
日
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。

と
記
す
が
、
「
永
暦
元
年
後
白
河
法
皇
」
が
「
禅
林
寺
の
守
護
神
と
し
て
」
熊

野
権
現
を
勧
睛
し
、
そ
れ
は
「
祈
願
所
と
し
た
正
東
山
若
王
子
の
鎖
守
」
で

あ
っ
た
と
い
う
、
こ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
水
暦
年
冊
に
史
料
と
な
る
記
事
は
見

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
若
王
子
神
社
の
創
建
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史
料
の
読
み
直
し
と
別
史
料
の
提
示
を
行
っ
て
大

方
に
問
い
た
い
。

辞
典
類
に
見
る
「
若
王
子
神
社
」

た
と
え
ば
「
京
都
市
の
地
名
」
（
平
凡
社
）
に
は
、

若
王
子
神
社
現
左
京
区
若
王
子
町

大
文
字
山
西
施
、
禅
林
寺
（
永
観
堂
）
の
北
に
鎖
座
。
社
殿
は
永
暦
元
年

(
-
―
六

0
)
六
月
の
創
建
と
し
、
後
白
河
法
皇
が
熊
野
那
智
権
現
を
こ

の
地
に
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
。
社
名
は
祭
神
の
天
照
大
神
の
別

号
「
若
一
王
子
」
に
ち
な
む
。
禅
林
寺
の
鎖
守
社
と
も
い
わ
れ
（
元
亨
釈

の
創
始
—
ー
覚
讃
と
後
白
河
院I

菅

野

扶

美

(11) 



書
）
、
禅
林
寺
新
熊
野
社
と
も
よ
ば
れ
、
神
仏
混
合
の
信
仰
の
た
め
に

「
若
王
寺
」
と
も
記
さ
れ
た
。
「
山
愧
記
」
治
承
二
年
(
-
―
七
八
）
一
―

月
―
二
日
条
に
、
中
宮
徳
子
の
安
産
祈
願
を
し
た
神
社
四
一
ヵ
所
の
う
ち

の
―
つ
に
「
白
川
熊
野
」
と
あ
る
の
が
当
社
か
と
思
わ
れ
る
。
同
書
文
治

元
年
（
―
-
八
五
）
八
月
八
日
条
に
は
、
「
白
川
熊
野
別
当
又
建
立
別
宮
、

件
発
心
門
額
依
申
請
書
也
」
と
も
あ
る
。
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
文
中
二
か
所
出
て
く
る
「
白
川
熊
野
」
は
お
そ
ら
く
聖

設
院
熊
野
神
社
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
平
凡
社
「
京
都
市
の
地
名
」
に
は
、

熊
野
神
社
現
左
京
区
聖
護
院
山
王
町

社
伝
に
よ
れ
ば
弘
仁
二
年
（
八
―
-
）
日
円
阿
間
梨
の
勧
請
に
よ
り
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
る
が
、
「
中
右
記
」
康
和
五
年
(
―

1
0
三
）
三
月
一
―

日
条
に
は
「
今
日
僧
正
増
抒
、
於
白
川
辺
祭
熊
野
新
宮
御
霊
云
々
」
と
み

え
、
園
城
寺
の
僧
（
法
成
寺
座
主
）
増
抒
が
、
白
河
上
皇
の
意
を
受
け

て
、
熊
野
新
宮
御
霊
を
勧
請
し
た
の
が
創
祀
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
増
抒

に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
聖
設
院
の
鎖
守
社
で
「
熊
野
権
現
」
と
よ
ば
れ

（
薙
州
府
志
）
、
崇
徳
院
勧
請
の
東
山
若
王
子
の
「
熊
野
権
現
」
、
後
白
河

院
勧
請
の
今
熊
野
の
「
新
熊
野
社
」
と
並
ぶ
、
院
政
期
に
創
立
さ
れ
た
熊

野
社
で
あ
る
。
園
城
寺
内
に
勧
請
さ
れ
た
熊
野
社
と
と
も
に
、
寺
門
派
が

主
導
権
を
握
っ
た
天
台
系
本
山
派
修
験
道
鎖
設
の
神
社
と
し
て
知
ら
れ

る
。
早
く
よ
り
他
の
熊
野
社
と
の
混
同
が
み
ら
れ
、
中
世
に
お
け
る
実
態

は
判
然
と
し
な
い
。
（
以
下
略
）

と
し
て
い
る
。
創
建
が
「
白
河
上
皇
の
意
を
受
け
て
」
と
す
る
の
は
、
康
和
五

年
と
い
う
年
号
か
ら
の
類
推
で
あ
ろ
う
が
、
「
若
王
子
神
社
」
の
項
の
「
白
川

熊
野
」
は
こ
ち
ら
の
聖
護
院
熊
野
権
現
だ
ろ
う
。
た
だ
し
本
項
で
は
若
王
子
神

社
を
「
崇
徳
院
勧
請
の
東
山
若
王
子
の
「
熊
野
権
現
」
」
と
し
て
い
る
の
が
不

審
で
あ
る
。
本
項
の
記
述
だ
と
洛
中
三
熊
野
山
は
す
べ
て
上
皇
（
白
河
院
・
崇

徳
院
・
後
白
河
院
）
の
勧
請
に
よ
る
と
読
め
る
。

ま
た
「
神
社
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
）
「
若
王
子
」
の
項
で
は
、

京
都
市
左
京
区
若
王
子
町
に
あ
る
若
王
子
神
社
の
こ
と
。
祭
神
は
天
照
・

国
常
立
・
伊
非
諾
・
伊
非
那
美
の
四
神
（
「
京
都
坊
目
誌
」
）
。
社
伝
で
は

永
暦
元
年
(
-
―
六

0
)
に
熊
野
那
智
権
現
神
を
勧
請
し
た
も
の
い
い
、

神
仏
習
合
思
想
に
よ
り
若
王
寺
と
も
表
記
さ
れ
た
。
禅
林
寺
（
永
観
堂
）

に
近
接
し
て
い
た
た
め
そ
の
鎖
守
社
と
な
り
、
熊
野
信
仰
の
盛
行
と
と
も

に
朝
野
の
腺
崇
を
う
け
た
。
す
ぐ
西
に
は
同
じ
く
後
白
河
法
皇
の
勧
請
を

伝
え
る
熊
野
神
社
が
あ
る
。
（
以
下
略
）

と
あ
る
。
文
中
「
同
じ
く
後
白
河
法
皇
の
」
は
、
や
は
り
永
暦
元
年
と
い
う
年

号
に
拠
る
の
だ
ろ
う
が
、
「
す
ぐ
西
に
あ
る
後
白
河
法
皇
の
勧
請
を
伝
え
る
熊

野
神
社
」
は
何
を
指
す
の
か
、
法
住
寺
殿
今
熊
野
社
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
両
社

は
近
距
離
に
あ
る
が
「
す
ぐ
西
」
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
典
拠
を
明
記
す
る
の
は
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
j

「
京
都
府
」
の
「
若
王
子
神
社
」
の
項
で
あ
る
。

応
仁
元
年
「
忠
雅
僧
正
置
文
」
（
若
王
子
神
社
文
書
）
に
よ
れ
ば
後
白
河

法
皇
が
熊
野
権
現
を
勧
請
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
正
東
山
若
王
子
乗
々
院

と
称
す
る
本
山
派
修
験
で
、
聖
護
院
門
跡
の
支
配
に
属
し
た
。
中
世
に
は

「
熊
野
三
山
奉
行
」
を
も
称
し
た
（
若
王
子
神
社
文
書
）
。
南
接
す
る
禅
林

寺
（
浄
土
宗
、
永
観
堂
と
も
い
う
）
の
鎖
守
と
も
い
わ
れ
、
鎌
倉
期
は
禅

林
寺
新
熊
野
社
と
呼
ば
れ
、
禅
林
寺
が
役
小
角
の
旧
家
地
で
あ
っ
た
と
す

る
伝
承
に
基
づ
く
（
元
亨
釈
書
）
。
（
以
下
略
）

(12) 



「
忠
雅
僧
正
置
文
」
と
「
永
暦
元
年
」

前
項
で
示
さ
れ
た
「
忠
雅
僧
正
骰
文
」
（
こ
の
名
称
は
補
筆
）
を
確
認
す
る

と
、
史
料
編
募
所
「
若
王
子
神
社
文
書
」
「
熊
野
三
所
権
現
順
礼
先
達
職
之
事
」

で
「
応
仁
元
年
(
-
四
六
七
）
二
月
七
日
忠
雅
誌
之
」
と
結
ば
れ
て
い
る
3
0

前
半
は
型
護
院
の
熊
野
三
山
検
校
職
・
修
験
道
先
達
検
校
職
の
濫
艇
を
語
り
、

次
い
で
、仁
王
七
拾
七
代
朝
後
白
河
法
皇
熊
野
御
参
詣
者
、
命
大
俯
正
行
昨
為
御

先
達
、
月
卿
雲
客
供
奉
行
粧
厳
煎
也
。
故
応
倫
言
而
先
達
已
下
滸
彩
衣

抱
、
令
科
藪
自
余
以
来
為
宝
詐
延
年
・
百
官
快
楽
・
天
長
地
久
•
国
平

民
安
。
門
主
累
代
入
峯
之
時
、
修
行
者
悉
消
彩
衣
。
舷
仙
院
一
二
山
廻
宴

駕
一
二
十
四
箇
度
突
。
雖
然
思
召
於
供
奉
近
臣
以
下
苦
難
、
御
伯
仰
余
摸
三

山
洛
外
而
建
立
神
祠
、
盤
験
威
増
日
々
是
新
也
。
則
以
正
東
山
准
那
智

山
、
象
若
一
王
子
、
宝
名
号
若
王
子
。
因
此
補
熊
野
三
山
奉
行
職
、
本
山

一
家
之
令
掌
補
任
。
且
亦
為
吉
野
大
峯
本
末
、
而
令
練
行
修
験
道
之
定

格
、
従
聖
護
院
門
跡
諸
国
之
霞
、
置
先
達
年
行
事
之
職
而
法
式
守
者
也
。

お
そ
ら
く
こ
れ
に
基
い
て
社
伝
は
作
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に

3
 こ

れ
に
よ
る
と
応
仁
元
(
-
四
六
七
）
年
の
史
料
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
「
本
山
派
修
験
・
型
護
院
門
跡
・
正
東
山
若
王
子
（
若
王
寺
）
乗
々
院
」

と
い
っ
た
行
文
か
ら
、
既
に
修
験
道
が
明
確
な
組
織
を
持
っ
て
か
ら
の
記
述
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
2

。
こ
こ
で
「
忠
雅
僧
正
骰
文
」
を
検
討
す
る
が
、
右
の

辞
典
類
に
共
通
す
る
内
容
を
確
認
す
る
と
、
創
建
は
永
暦
元
年
、
発
頻
は
後
白

河
院
、
勧
睛
し
た
の
は
熊
野
那
智
社
、
禅
林
寺
に
近
い
事
か
ら
そ
の
鎖
守
と
な

る
、
と
い
っ
た
点
に
な
る
。

創
建
の
年
次
「
永
暦
元
年
」
は
無
く
、
ま
た
後
白
河
院
の
先
達
は
行
葬
で
あ
る

と
い
う
誤
認
（
行
葬
は
烏
羽
院
の
先
達
で
あ
り
、
八
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
時

後
白
河
は
八
歳
だ
っ
た
）
も
あ
る
。
本
文
の
書
き
手
忠
雅
に
つ
い
て
宮
家
準

は
、
窪
永
年
間
(
-
六
二
四
＼
一
六
四
四
）
写
の
「
若
王
子
乗
々
院
伝
」
を
引

い
て
、
第
七
代
熊
野
三
山
奉
行
（
乗
々
院
院
主
）
で
あ
り
、
「
足
利
義
政
は
東

山
山
荘
（
銀
淵
寺
）
に
近
く
花
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
若
王
子
社
で
、
し
ば

し
ば
花
見
の
宴
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
義
政
は
応
仁
元

年
十
二
月
二
十
一

H
に
乗
々
院
の
法
印
忠
雅
を
若
王
子
別
当
職
に
補
し
た
際
、

社
領
と
し
て
兵
庫
下
荘
、
淡
路
国
由
良
荘
、
伊
勢
国
窪
田
荘
、
駿
河
国
門
谷

郷
、
信
浪
国
小
菅
荘
な
ら
び
に
若
槻
荘
を
与
え
て
い
る
」
と
記
す
4

。
同
じ
く

宮
家
に
よ
れ
ば
、
足
利
尊
氏
は
禅
林
寺
若
王
子
社
を
再
興
の
う
え
乗
々
院
を
新

設
し
、
熊
野
三
山
奉
行
職
に
補
し
た
と
あ
る
。
隊
氏
が
再
興
し
て
以
来
の
社
伝

は
詳
し
い
が
、
そ
れ
以
前
や
創
建
の
院
政
期
の
事
情
に
つ
い
て
は
伝
承
に
よ
る

よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
発
願
者
と
し
て
諸
辞
典
が
挙
げ
る
後
白
河
院
の
事
組
に
戻
っ
て
み
た

い
。
問
題
と
な
る
「
永
暦
元
年
」
で
あ
る
が
、
こ
の
年
後
白
河
院
が
造
っ
た
新

祠
は
今
熊
野
社
で
あ
る
。
「
百
錬
抄
」
永
暦
元
(
-
―
六

0
)
年
十
月
十
六

H

条
に
は
、奉
移
熊
野
御
体
於
新
造
社
培
、
今
熊
野
是
也
。
上
皇
御
願
也
。
奉
移

H
吉

御
体
於
東
山
新
宮
、
同
上
皇
御
願
也
、

と
あ
る
。
後
白
河
院
は
平
治
元
（
―
-
五
九
）
年
の
年
末
か
ら
翌
年
に
続
く
平

治
の
乱
が
収
束
す
る
と
、
仙
洞
御
所
の
建
設
に
着
手
し
た
。
そ
れ
が
法
住
寺
殿

の
南
殿
で
あ
る
が
、
御
所
の
完
成
の
前
に
二
所
の
神
を
勧
請
し
て
御
所
の
守
り

神
と
し
て
い
る
。
名
づ
け
ら
れ
た
の
が
今
熊
野
社
と
新
日
吉
社
で
あ
る
。
「
百

(13) 



「
禅
林
寺
新
熊
野
社
六
月
会
表
白
」

こ
こ
で
若
王
子
神
社
の
創
建
を
語
る
一
資
料
を
掲
げ
た
い
。
「
転
法
輪
抄
」

神
祇
上
「
禅
林
寺
今
熊
野
六
月
会
表
白
」

7

で
あ
る
。
安
居
院
澄
憲
の
表
白
を

こ
こ
で
全
文
示
し
つ
つ
、
問
題
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
か
な
り
長
文
と
な
る

が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
私
に
書
き
下
し
文
と
す
る
。

4
 

錬
抄
j

本
条
は
そ
れ
を
記
し
て
い
る
5
0

た
だ
し
こ
れ
を
記
す
同
日
の
日
記
・
記
録
類
が
無
く
、
「
百
錬
抄
j

の
よ
う

な
編
簗
害
の
み
で
、
ま
た
そ
の
文
面
が
「
新
造
社
境
に
熊
野
御
体
を
移
し
た
」

と
あ
る
だ
け
で
場
所
の
特
定
も
な
く
、
こ
の
「
百
錬
抄
」
の
条
文
を
以
て
禅
林

寺
若
王
子
社
の
創
建
と
誤
認
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
で
こ
そ
「
若
王
子

神
社
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
前
掲
の
諸
辞
典
に
あ
っ
た
よ
う
に
当
時
か
ら

鎌
倉
期
に
か
け
て
（
す
な
わ
ち
修
験
道
の
体
系
が
整
う
ま
で
）
「
禅
林
寺
今
熊

野
社
と
も
」
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
「
後
白
河
院
が
東
山
に
熊
野
社
を

勧
請
し
た
」
と
の
情
報
は
今
熊
野
社
に
も
若
王
子
神
社
に
も
当
て
は
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

も
っ
と
も
同
時
期
の
記
録
は
な
い
が
、
法
住
寺
殿
今
熊
野
社
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
ば
養
和
元
年
（
―
-
八
一
）
十
二
月
八
日
の
院
庁
下
文
6

で
、
今
熊
野

社
に
つ
い
て
「
去
永
暦
年
中
之
比
、
禅
定
仙
院
凝
丹
誠
之
叡
慮
、
摸
本
社
於

洛
都
、
以
散
在
庄
園
被
寄
進
彼
仏
聖
燈
池
料
以
降
、
計
星
霜
者
既
二
十
余
年
、

思
臨
幸
者
及
百
余
度
、
登
非
希
代
之
御
願
乎
、
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
熊
野
社
の
永
暦
元
年
創
建
は
動
か
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
若
王
子
神
社
を
院

が
勧
請
し
た
と
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

今
信
心
の
大
施
主
阿
闇
梨
耶
井
一
結
諸
衆
、
殊
に
一
心
消
浄
の
丹
誠
を
抽
き

ん
で
、
専
ら
三
業
相
応
の
白
普
を
潔
く
し
て
、
般
若
・
法
華
之
妙
典
を
写

し
、
香
華
・
灯
明
之
供
具
を
捧
げ
、
熊
野
権
現
の
新
た
な
る
宝
前
に
於
て
、

侮
年
一
度
の
大
会
を
改
む
る
有
り
。

夫
れ
大
悲
権
現
は
本
地
雲
暗
し
、
内
証
を
庶
尼
輸
之
月
に
秘
す
と
雖
も
、
垂

い
ち
じ
る

迩
風
芳
し
、
霊
験
大
日
本
之
艇
に
白
く
す
。
或
は
東
方
西
方
之
仏
、
正
覚
を

浄
妙
国
土
之
境
に
唱
ふ
。
或
は
等
覚
妙
覚
之
聖
、
法
楽
を
四
徳
涅
槃
之
城
に

釈
せ
り
。
而
る
に
同
体
無
縁
の
悲
し
み
を
催
さ
れ
て
、
忽
ち
に
法
性
難
動
の

山
を
出
で
、
娑
婆
有
緑
の
倫
を
尊
き
て
紀
州
熊
野
の
阿
に
雨
降
り
給
へ
り
。

霊
験
は
一
天
被
れ
、
明
徳
は
四
海
に
遍
し
。
是
を
以
て
上
、
王
侯
相
将
よ
り

下
、
田
夫
野
人
に
至
り
て
備
依
傾
首
し
渇
仰
合
掌
す
。
彼
の
霊
験
に
詣
づ
る

者
は
千
里
の
路
も
遠
し
と
せ
ず
、
其
利
生
を
仰
ぐ
者
は
七
宝
の
蓄
え
を
も
重

し
と
せ
ず
。
実
に
こ
れ
天
下
第
一
の
霊
社
、
海
内
無
双
の
明
神
也
。

妥
に
法
主
阿
闇
梨
は
幻
日
に
二
恩
之
家
を
出
で
志
を
一
1

一
密
大
法
に
寄
せ
、
老

年
に
三
宝
の
徳
を
憑
み
て
、
身
に
七
衆
戒
品
を
守
る
。
生
年
廿
一
歳
之
昔
、

始
め
て
熊
野
の
宝
前
に
詣
づ
る
よ
り
春
秋
六
十
四
年
の
今
、
参
詣
は
六
十
余

度
に
及
べ
り
。
念
々
歩
々
只
志
を
権
現
の
神
徳
に
運
し
、
造
次
顛
浦
思
権
現

の
利
生
忘
る
る
な
し
、
思
召
し
給
ふ
様
、
参
詣
繁
し
き
と
雖
も
猶
時
々
也
、

争
か
毎
年
両
三
之
数
を
遇
へ
、
帰
依
懸
る
か
に
遠
く
と
も
是
念
々
也
。
近
く

王
城
の
側
に
勧
請
せ
ん
と
欲
ふ
、
遂
に
仁
平
二
年
之
歳
八
月
下
旬
天
、
始
め

て
神
殿
を
営
造
し
、
遂
に
王
子
御
体
を
安
置
奉
る
。
そ
れ
よ
り
以
来
神
慮
倫

か
に
通
じ
て
霊
験
腿
現
ず
。
遂
に
三
所
権
現
の
宝
殿
を
建
立
し
て
弥
よ
一
心

た
わ
や

消
浄
之
誠
を
抽
ん
ず
。
登
、
只
凡
夫
の
情
に
諏
す
く
勧
請
し
奉
ら
る
る
や
。

実
に
権
現
自
ら
此
の
硼
に
影
響
し
給
ふ
と
謂
ふ
べ
き
も
の
な
り
。

(14) 



本
表
白
よ
り
読
み
取
れ
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

施
主
は
「
法
主
阿
闇
梨
」
。
「
安
居
院
唱
甜
集
」
活
字
本
文
に
は
「
法

ー 愛
に
毎
月
一
座
の
講
演
、
式
日
を
迎
え
て
塀
る
こ
と
無
く
、
毎
年
一
度
の
斎

会
、
今
に
月
を
追
い
て
弥
よ
新
な
り
。
加
之
一
夏
九
旬
之
安
居
、
例
時
懺
法

之
勤
行
は
皆
、
法
主
阿
闇
梨
の
願
念
よ
り
出
で
、
同
法
智
識
の
合
力
を
成

す
。
今
年
例
に
任
せ
此
の
会
を
謹
修
す
。
安
骰
す
る
所
は
釈
迦
如
米
辿
身
舎

利
、
燈
三
宝
治
際
之
庭
に
あ
ら
ず
や
。
書
写
す
る
所
は
平
等
大
恵
妙
法
之
真

文
、
又
是
一
乗
流
通
之
糊
な
る
も
の
か
。
梵
唄
は
調
べ
を
凌
ぎ
、
魚
山
之
昔

の
風
を
伝
ふ
、
法
音
は
天
に
涌
く
、
膀
嶺
之
古
風
を
訪
ひ
た
り
。
法
会
の
厳

煎
な
る
誰
人
か
随
喜
せ
ざ
る
、
普
顧
の
慇
懃
な
る
何
の
神
か
納
受
し
給
は
ざ

ら
ん
や
。

伏
し
て
乞
う
、
三
所
権
現
、
威
光
を
増
し
て
降
臨
影
向
し
、
五
所
王
子
、
法

楽
に
誇
っ
て
随
喜
悦
預
し
給
ふ
こ
と
を
。

抑
も
仏
法
流
布
す
る
こ
と
必
ず
棺
那
之
合
力
に
依
る
。
普
根
の
成
就
す
る
こ

と
定
め
て
施
主
之
助
成
に
任
す
。
今
此
の
神
殿
、
営
造
の
功
徳
、
法
会
荘
厳

の
俄
、
偏
に
将
作
大
匠
之
力
に
依
り
、
悉
く
法
主
阿
闇
梨
の
願
を
遂
げ
給
ふ

也
。
然
れ
ば
則
ち
権
現
大
悲
之
利
益
相
半
に
し
て
こ
れ
を
蒙
り
、
現
匪
当
生

之
悉
地
我
も
人
も
始
満
て
む
。
凡
そ
結
縁
助
成
の
道
俗
、
遠
近
随
喜
の
貴

賤
、
焔
依
往
詣
之
類
、
聴
聞
讃
毀
之
倫
、
併
し
な
が
ら
権
現
大
悲
之
引
接
に

か
た

依
り
て
、
互
み
に
見
仏
聞
法
之
善
友
と
為
ら
ん
。
社
壇
繁
盛
し
て
霊
験
日
を

追
い
て
是
新
た
な
り
。
煎
修
儲
ら
ず
し
て
、
法
会
年
に
従
っ
て
更
に
厳
し
か

ら
む
。
一
天
泰
平
し
て
天
変
地
振
の
奏
を
聞
く
こ
と
な
く
、
四
海
安
穏
に
し

て
千
門
万
戸
の
塵
張
か
ら
ざ
ら
ん
。

法
主
阿
闇
梨
は
二
十
一
歳
か
ら
熊
野
詣
を
始
め
、
六
十
四
歳
の
今
、

六
十
余
度
を
数
え
て
い
る
。

「
王
城
の
側
」
に
熊
野
社
を
勧
睛
し
よ
う
と
志
し
、
「
仁
平
二
年
之
歳
八

月
下
旬
の
天
、
始
め
て
営
造
し
、
王
子
御
体
を
安
置
し
奉
っ
た
」
。

そ
の
後
、
「
三
所
権
現
の
宝
殿
を
建
立
し
」
迎
え
た
。

「
師
月
一
度
の
講
演
」
「
侮
年
一
度
の
斎
会
」
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
夏

安
居
・
例
時
懺
法
も
法
主
阿
闇
梨
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
今
年
の
六
月
会

も
例
年
通
り
、
「
釈
迦
如
来
の
遺
身
舎
利
」
を
安
置
し
て
行
わ
れ
る
。

ま
と
め
る
と
、
本
表
白
は
「
禅
林
寺
今
熊
野
社
六
月
会
」
の
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
施
主
の
阿
闇
梨
は
今
年
「
春
秋
六
十
四
年
」
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
前
、
仁
平
二
（
―
-
五
二
）
年
八
月
下
旬
に
、
営
造
し
た
神
殿
に
「
王
子
御

体
」
を
安
骰
し
て
い
る
。
「
王
子
御
体
」
は
熊
野
若
王
子
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
王

子
神
を
勧
請
し
、
そ
の
後
熊
野
三
所
権
現
本
体
を
迎
え
た
が
、
勧
請
し
た
年
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
三
所
権
現
と
若
王
子
の
社
を
禅
林
寺
の
傍
ら
に
勧
請
し

て
以
来
、
師
月
一
度
の
講
演
、
侮
年
一
度
の
斎
会
・
六
月
会
を
一
結
諸
衆
と

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
熱
烈
な
熊
野
倍
心
の
阿
闇
梨
と
は
誰
で
あ
る
の

、。カ
5
 
4
 
3
 
2
 

主
」
と
「
法
王
」
の
二
種
類
が
見
ら
れ
る
。
「
法
王
阿
闇
梨
」
で
あ
れ

ば
法
王
11

法
皇
で
阿
闇
梨
号
も
持
っ
て
い
た
後
白
河
院
を
指
す
か
と

も
思
わ
れ
る
が
、
内
容
と
も
合
わ
ず
、
ま
た
金
沢
文
庫
原
文
で
す
べ
て

「
法
主
」
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
8

゜
「
法
主
」
と
は
そ
の
法
会
の
主

宰
者
を
い
う
。
本
六
月
会
の
主
宰
は
法
主
阿
闇
梨
な
ら
ぴ
に
一
結
諸
衆

で
あ
る
。
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覚
讃

こ
の
禅
林
寺
今
熊
野
社
を
建
立
し
た
「
法
主
阿
闇
梨
」
を
、
三
井
寺
園
城
寺

僧
・
氾
見
讃
に
比
定
し
た
い
。
後
白
河
院
の
護
持
僧
で
も
あ
っ
た
覚
讃
の
事
鎖
を

「
寺
門
伝
記
補
録
」
，
か
ら
見
る
。

法
務
前
大
僧
正
覚
讃
三
十
三
世

覚
諧
播
磨
権
守
藤
宗
康
子
。
覚
宗
僧
正
入
室
弟
子
。
大
峯
給
城
行
者
。
熊

野
斎
居
二
千
日
。
蒙
神
応
対
。
南
明
院
開
祖
。
管
法
務
。
至
大
僧
正
。

仁
平
二
年
補
熊
野
三
山
検
校
職
。
第
四
。
保
元
三
年
十
一
月
二
十
六
日
。
従

延
猷
阿
閤
梨
。
受
三
部
大
法
職
位
。

永
暦
元
年
後
白
河
上
皇
臨
幸
熊
野
三
所
。
召
讃
為
御
先
達
。
時
法
印
権
大

俯
都
。
即
依
法
印
之
奏
、
置
阿
闇
梨
五
口
子
＿
―
-
山
。
其
後
法
印
奉
御
先
達

者
、
都
二
十
箇
度
。
今
年
上
皇
創
三
所
権
現
社
子
洛
東
名
新
熊
野
。
是
又

勅
法
印
為
検
校
職
。
以
後
一
―
-lll
検
校
兼
任
当
社
検
校
。
又
依
法
印
之
奏
永
骰
阿

闇
梨
五
口
子
当
社
。

長
寛
二
年
任
権
僧
正
。
高
倉
院
仁
安
四
年
。
擢
護
持
僧
轄
僧
正
。
承
安
四
年

八
月
八
日
加
大
賜
法
務
。
今
滋
上
皇
幸
子
熊
野
。
大
僧
正
復
奉
御
先
達
。

今
度
依
別
宜
召
具
綱
所
。
安
元
二
年
建
南
明
院
。
即
為
法
皇
嘉
応
元
年
御

出
家
御
願
寺
。
五
月
二
十
六
日
置
阿
闇
梨
五
口
。

治
承
元
年
補
長
吏
治
三
。
聴
牛
車
。
同
四
年
九
月
七
日
掃
寂
。
年
八
十
有
六
゜

こ
の
時
代
に
八
十
六
歳
と
い
う
長
命
を
保
ち
、
仁
平
二
年
に
熊
野
三
山
検
校

に
な
っ
て
よ
り
、
特
に
後
白
河
院
の
熊
野
信
仰
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
人
物
と

し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「
大
峯
葛
城
行
者
」
の
修
験
と
し
て
、

5
 

ま
た
「
熊
野
斎
居
二
千
H
」
I
五
年
以
上
熊
野
で
修
行
し
た
行
者
と
し
て
過
ご

し
た
と
い
う
が
、
三
山
検
校
と
な
っ
た
仁
平
二
年
に
は
、
逆
符
す
る
と
五
十
八

歳
で
あ
る
。

高
齢
に
な
っ
て
の
説
話
が
「
古
今
著
聞
集
j

に
見
ら
れ
る
10
。
神
祇
第
一
の

六
「
助
俯
正
此
讃
夢
に
若
王
子
託
宣
の
歌
を
賜
は
る
事
」
と
し
て
、

助
僧
正
覚
讃
は
先
達
の
山
伏
な
り
。
那
智
千
日
行
者
、
大
峯
数
度
の
先
達

な
り
。
五
十
に
あ
ま
り
て
、
有
識
に
も
補
せ
ざ
り
け
る
を
う
れ
へ
、
若
王

子
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
、

山
川
の
あ
さ
り
に
な
ら
で
よ
ど
み
な
ば
な
が
れ
も
や
ら
ぬ
物
や
思
は
ん

夢
の
中
に
御
返
事
を
給
り
け
る
、

あ
さ
り
に
は
し
ば
し
よ
ど
む
ぞ
山
川
の
な
が
れ
も
や
ら
ぬ
物
な
思
そ

類
話
が
「
＋
訓
抄
j

十
ノ
三
十
四
に
あ
る
110

三
井
寺
覚
讃
僧
正
、
年
高
く
な
り
て
、
有
識
を
ゆ
り
ざ
り
け
る
が
、
熊
野

に
詣
で
て
、

山
川
の
あ
さ
り
と
な
ら
で
沈
み
な
ば
深
き
恨
み
の
名
を
や
残
さ
む

鳥
羽
院
聞
こ
し
め
し
て
、
あ
ざ
り
に
な
さ
れ
に
け
り
。

い
わ
ゆ
る
歌
徳
説
話
で
あ
る
が
、
「
五
十
に
あ
ま
り
て
」
「
年
高
く
な
る
ま

で
」
有
識
（
已
講
・
内
供
・
阿
閤
梨
）
に
な
れ
な
か
っ
た
人
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
（
逆
に
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
上
昇
が
は
な
は
だ
し
い
人
で

も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
覚
諮
の
和
歌
に
感
じ
た
熊
野
権
現
（
＋
訓

抄
）
あ
る
い
は
若
王
子
（
古
今
著
聞
集
）
が
有
識
を
叶
え
た
の
だ
が
、
「
＋
訓

抄
」
で
は
鳥
羽
院
が
阿
闇
梨
に
な
さ
れ
た
と
あ
る
。
阿
闇
梨
だ
け
で
は
な
く
、

鳥
羽
院
が
授
け
た
の
は
熊
野
三
山
検
校
職
で
あ
っ
た
。
こ
の
職
は
、
寛
治
四

(
1
0
九
0
)
年
白
河
院
初
度
の
熊
野
御
幸
に
先
達
と
な
っ
た
三
井
寺
園
城
寺

(16) 



の
増
抒
が
、
そ
の
勧
牧
と
し
て
補
せ
ら
れ
た
の
を
初
例
と
し
て
、
以
後
修
験
の

道
に
鍛
錬
し
た
三
井
寺
の
高
僧
を
も
っ
て
す
る
の
を
例
と
し
た
12
。
後
に
三
井

寺
の
聖
護
院
宮
の
兼
職
と
な
る
が
、
二
代
目
は
大
僧
正
行
尊
、
当
時
は
三
代
目

で
、
三
井
寺
長
吏
で
あ
り
烏
羽
院
の
先
達
を
も
っ
と
め
た
覚
宗
が
そ
の
職
に

あ
っ
た
。

詑
限
は
こ
の
蹂
宗
の
入
室
弟
子
で
、
俗
の
関
係
で
は
甥
に
あ
た
る
（
此
讃
の

父
宗
康
の
弟
が
此
宗
。
な
お
実
家
は
道
隆
流
で
あ
る
）
。
そ
の
槌
宗
が
仁
平
二

年
九
年
二
十
三
日
に
亡
く
な
り
（
「
寺
門
伝
記
補
録
」
）
、
こ
こ
で
や
っ
と
凡
見
贖

は
六
十
に
な
ろ
う
か
と
い
う
年
齢
で
四
代
目
の
熊
野
三
山
検
校
に
補
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。
つ
ま
り
表
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
王
子
御
体
」
を
勧
請
し
た
「
仁
平
二
年

八
月
下
旬
天
」
と
は
、
検
校
職
を
烏
羽
院
か
ら
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
・
熱

望
し
て
行
っ
た
時
期
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
俗
の
父
は
従
五
位
下
の
受
領
階

級
だ
が
、
師
で
あ
り
叔
父
で
あ
る
此
宗
は
長
吏
・
三
山
検
校
で
あ
る
。
甥
と
し

て
熊
野
二
千

H
行
者
と
し
て
引
き
立
て
に
与
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
此

讃
の
事
績
は
全
く
見
え
な
い
。
覚
讃
の
名
が
日
記
類
に
表
わ
れ
る
の
は
、
仁
平

二
年
三
月
七
日
、
近
衛
天
皇
主
催
の
烏
羽
院
五
十
宝
算
の
賀
に
権
律
師
と
し
て

十
二
人
の
一
人
と
し
て
記
さ
れ
た
の
が
初
め
で
あ
る
（
「
兵
範
記
」
。
以
下
同

じ
）
。
同
年
八
月
十
六
日
法
勝
寺
で
の
奉
賀
法
皇
五
十
算
、
同
月
二
十
八
日
関

白
忠
実
に
よ
る
法
皇
五
十
賀
に
も
権
律
師
と
し
て
参
列
を
許
さ
れ
て
い
る
。
凸
凡

讃
に
と
っ
て
こ
の
仁
平
二
年
は
、
初
め
て
僧
と
し
て
認
め
ら
れ
た
年
で
、
し
か

も
師
槌
宗
は
病
床
に
あ
る
。
祈
る
べ
き
熊
野
若
王
子
を
、
初
代
三
山
検
校
増
抒

が
熊
野
神
社
を
祀
っ
た
先
縦
に
倣
っ
て
東
山
麓
に
移
し
、
i

丸
讃
に
し
て
み
れ

ば
、
．
そ
の
結
果
と
し
て
の
念
願
の
熊
野
三
山
検
校
職
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。

以
上
の
事
組
や
表
白
の
内
容
と
の
整
合
性
を
考
え
る
と
、
本
六
月
会
の
主
催

者
は
覚
讃
で
あ
り
、
従
っ
て
禅
林
寺
若
王
子
（
新
熊
野
）
社
の
創
建
も
覚
諧
に

よ
る
と
み
て
よ
い
。

増
抒
勧
請
か
ら
五
十
年
後
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
以
後
は
保
元
二
年

（
―
-
五
七
）
に
仁
和
寺
が
大
聖
院
鎖
守
と
し
て
熊
野
若
王
子
を
勧
睛
、
平
治

元
年
（
―
-
五
九
）
十
一
月
、
三
井
寺
自
体
も
金
堂
乾
に
熊
野
三
所
権
現
を
勧

請
と
、
京
及
び
そ
の
近
郊
へ
次
々
に
熊
野
社
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て

覚
讃
が
三
所
権
現
の
宝
殿
も
整
え
、
逍
身
舎
利
を
祀
っ
て
六
月
会
を
行
っ
た

「
春
秋
六
十
四
年
」
は
、
平
治
元
（
―
-
五
九
）
年
に
あ
た
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
そ
の
翌
年
か
ら
後
白
河
院
は
仙
洞
御
所
な
ら
び
に
今
熊
野
社
・
新
日
吉

社
の
造
営
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
白
河
院
の
今
熊
野
社

院
政
期
の
特
徴
的
な
宗
教
現
象
に
「
熊
野
詣
」
が
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
触
れ

た
が
、
そ
れ
を
牽
引
し
た
の
は
歴
代
の
院
た
ち
で
あ
る
。
制
約
の
厳
し
い
天
皇

位
か
ら
解
放
さ
れ
て
南
の
霊
地
へ
幾
度
と
な
く
詣
で
た
。
白
河
院
は
九
度
、
鳥

羽
院
二
十
一
度
、
後
白
河
院
の
母
待
賢
門
院
も
十
三
度
を
数
え
、
崇
徳
院
で
す

ら
帝
位
を
近
衛
に
譲
位
し
て
一
年
三
か
月
後
の
康
治
二
（
―
-
四
三
）
年
閏
二

月
に
、
父
鳥
羽
院
と
初
度
の
熊
野
詣
に
赴
い
て
い
る
。

た
だ
の
親
王
に
過
ぎ
な
か
っ
た
後
白
河
に
は
そ
の
機
会
は
な
か
っ
た
。
父
母

両
院
の
た
ぴ
た
ぴ
の
熊
野
行
、
上
皇
と
な
っ
て
す
ぐ
に
参
詣
し
た
兄
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
条
に
譲
位
し
て
二
年
後
の
永
暦
元

(
-
―
六

0
)
年
十
月
、
初
め
て
の
熊
野
詣
の
た
め
に
後
白
河
は
、
ま
だ
建
築

6
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途
中
で
あ
っ
た
院
御
所
に
熊
野
社
を
あ
ら
か
じ
め
勧
睛
し
て
、
そ
の
精
進
屋
で

精
進
を
行
っ
た
上
で
熊
野
に
向
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
記
・
記
録
類
に
は
留
め

ら
れ
て
い
な
い
。
自
ら
の
今
様
生
活
を
顧
み
た
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
十
、

こ
れ
は
院
自
身
の
手
に
な
る
確
実
な
記
述
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
の
み
伺
え
る

事
実
で
あ
る
130

我
、
永
暦
元
年
十
月
十
七
日
よ
り
精
進
を
始
め
て
、
法
印
党
讃
を
先
達
に

（
マ
マ
）

し
て
二
十
三
日
進
発
し
き
。
…
霜
月
二
十
五
日
、
奉
幣
し
て
、
経
供
養
・

御
神
楽
な
ど
終
は
り
て
、
我
音
頭
に
て
、
古
柳
よ
り
始
め
て
今
様
・
物
様

ま
で
か
ず
を
尽
す
間
に
、
様
々
の
箔
、
琵
琶
、
舞
、
猿
楽
を
尽
す
。
初
度

の
事
な
り
。

精
進
を
始
め
た
日
付
に
注
意
す
べ
き
で
、
十
月
十
七
日
は
前
掲
「
百
錬
抄
」

の
「
奉
移
熊
野
御
体
於
新
造
社
埴
。
今
熊
野
是
也
」
と
あ
っ
た
翌
日
で
あ
る
。

つ
ま
り
後
白
河
院
は
、
初
め
て
の
熊
野
詣
に
際
し
て
わ
ざ
わ
ざ
熊
野
権
現
を
勧

請
し
、
そ
の
翌
日
か
ら
精
進
屋
で
精
進
生
活
に
入
っ
て
七
日
目
に
熊
野
へ
進
発

し
た
。
こ
こ
に
後
白
河
の
熊
野
に
対
す
る
並
々
で
な
い
思
い
を
読
み
取
る
べ
き

で
あ
る
。
当
時
院
は
三
十
四
歳
、
そ
れ
か
ら
生
涯
三
十
四
度
に
及
ぶ
熊
野
詣
が

始
ま
る
。

そ
の
時
の
先
達
が
覚
讃
で
あ
っ
た
が
、
後
白
河
は
こ
れ
を
も
っ
て
法
印
権
大

僧
都
と
し
、
以
後
二
十
箇
度
の
先
達
を
勤
め
さ
せ
た
。
ま
た
今
熊
野
社
に
も
検

校
職
を
設
け
、
凡
見
讃
を
初
代
の
今
熊
野
検
校
に
補
し
た
。
以
来
、
覚
讃
は
高
倉

天
皇
の
護
持
僧
と
し
て
僧
正
・
大
僧
正
と
な
り
、
南
明
院
を
建
立
し
て
院
御
願

寺
と
し
、
治
承
元
年
に
は
園
城
寺
長
吏
と
な
っ
て
牛
車
を
聴
さ
れ
る
、
と
い
う

よ
う
に
驚
く
よ
う
な
出
世
を
遂
げ
た
。
承
安
三
（
―
-
七
三
）
年
三
井
寺
長
吏

と
な
っ
た
時
に
は
、
そ
の
入
寺
の
行
列
を
院
は
法
住
寺
殿
七
条
殿
の
桟
敷
か
ら

見
物
し
た
の
で
あ
る
（
「
吉
記
」
承
安
三
年
六
月
五

H
条
）
。
す
べ
て
「
禅
林
寺

新
熊
野
社
六
月
会
」
を
行
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
槌
讃
に
と
っ
て
こ
れ
ら

の
幸
い
は
、
熊
野
権
現
の
御
利
生
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
後

白
河
院
も
ま
た
自
身
の
熊
野
信
仰
に
と
っ
て
こ
の
老
先
達
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。

千
手
信
仰

覚
讃
に
は
格
別
の
力
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
巻
＋
に
は
、

第
二
度
の
熊
野
御
幸
の
記
事
も
あ
り
、
そ
の
折
の
こ
と
だ
っ
た
。

応
保
二
年
正
月
二
十
一
日
よ
り
精
進
を
始
め
て
同
二
十
七
日
発
つ
。
二
月

九
日
本
宮
奉
幣
を
す
。
三
の
御
山
に
三
日
づ
つ
籠
り
て
、
そ
の
間
千
手
経

千
巻
を
転
読
し
奉
り
き
。
同
月
十
二

8
、
新
宮
に
参
り
て
奉
幣
す
。
そ
の

次
第
常
の
如
し
。
夜
更
け
て
ま
た
の
ぼ
り
て
宮
廻
り
の
後
、
礼
殿
に
し
て

通
夜
、
千
手
経
を
読
み
奉
る
。
し
ば
し
は
人
あ
り
し
か
ど
、
片
隅
に
眠
り

な
ど
し
て
前
に
は
人
も
見
え
ず
。
通
家
ぞ
経
巻
く
と
て
眠
り
ゐ
た
る
。
や

う
や
う
の
奉
幣
な
ど
静
ま
り
て
、
夜
中
ば
か
り
過
ぎ
ぬ
ら
む
か
し
と
覚
え

し
に
、
宝
殿
の
方
を
見
や
れ
ば
僅
か
の
灯
の
光
に
御
正
体
の
鏡
、
所
々
輝

き
て
見
ゆ
。
あ
は
れ
に
心
澄
み
て
涙
も
と
ど
ま
ら
ず
。
泣
く
泣
く
読
み
ゐ

た
る
程
に
、
資
賢
、
通
夜
し
果
て
て
暁
方
礼
殿
へ
参
り
た
り
。
「
今
様
あ

ら
ば
や
。
た
だ
今
お
も
し
ろ
か
り
な
ん
か
し
」
と
勧
れ
ば
固
ま
り
て
ゐ
た

り
。
術
な
く
て
み
づ
か
ら
出
だ
す
。

万
の
仏
の
願
よ
り
も
千
手
の
密
ぞ
頼
も
し
き
枯
れ
た
る
草
木
も
た

ち
ま
ち
に
花
咲
き
実
生
る
と
説
い
給
ふ

お
し
返
し
／
＼
度
々
歌
ふ
。
資
賢
通
家
付
け
て
歌
ふ
。
心
澄
ま
し
て
あ
り

7
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し
故
に
や
、
常
よ
り
も
め
で
た
く
お
も
し
ろ
か
り
き
。

槌
讃
法
印
、
宮
廻
り
果
て
て
、
御
前
な
る
松
の
木
の
下
に
通
夜
し
て
ゐ
た

り
け
る
に
、
そ
の
松
の
木
の
上
に
「
心
解
け
た
る
た
だ
今
か
な
」
と
歌
ふ

声
の
し
け
れ
ば
、
夢
現
と
も
な
く
斯
く
聞
き
、
あ
さ
み
て
礼
殿
に
参
り
て

急
ぎ
語
る
。
一
心
に
心
澄
ま
し
つ
る
に
は
、
か
か
る
こ
と
も
あ
る
に
や
。

夜
明
く
る
ま
で
に
は
、
歌
ひ
明
し
て
き
。
こ
れ
第
二
度
た
ぴ
な
り
。

こ
の
箇
所
は
今
様
示
現
諏
と
し
て
害
か
れ
て
い
る
が
、
熊
野
社
で
の
参
詣
の

具
体
が
わ
か
る
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
。
い
っ
た
ん
宿
所
に
戻
っ
て
い
た
院

は
、
夜
更
け
て
か
ら
十
二
所
権
現
を
始
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
御
前
を
「
宮
廻

り
」
し
、
礼
殿
で
千
手
経
を
読
経
す
る
。
院
は
千
手
観
音
が
持
仏
で
あ
り
、
こ

の
度
の
熊
野
詣
で
は
熊
野
三
山
そ
れ
ぞ
れ
で
千
手
経
転
読
千
巻
が
奉
納
の
目
的

で
あ
る
。
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
「
熊
野
仙
荼
羅
」
の
三
山
の
社
殿
図
に

よ
れ
ば
、
新
宮
礼
殿
の
向
か
い
に
は
結
ぶ
速
玉
の
二
所
権
現
の
社
、
本
宮
家
律

御
子
の
社
、
若
王
子
の
社
が
あ
る
。
千
手
経
を
誦
し
て
い
た
の
だ
か
ら
御
正
体

の
鏡
は
、
那
智
社
本
地
千
手
観
音
の
結
ぶ
神
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
暁
か
ら
夜
明

け
ま
で
今
様
を
法
楽
し
て
い
た
と
す
る
。

一
方
、
先
達
伐
讃
は
院
と
は
別
行
動
で
「
御
前
な
る
松
の
木
の
下
に
通
夜
し

て
ゐ
た
り
け
る
」
。
す
る
と
「
松
の
木
の
上
」
か
ら
、
後
白
河
院
の
今
様
に
感

応
し
た
熊
野
権
現
が
「
心
解
け
た
る
た
だ
今
か
な
」
と
こ
れ
も
今
様
を
も
っ
て

託
宜
す
る
14
、
院
と
神
仏
と
を
媒
介
す
る
の
が
神
の
声
を
聞
い
た
槌
贖
で
あ

る。
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
「
転
法
輪
抄
」
に
は
文
治
二
（
―
-
八
六
）
年
三
月

の
院
御
逆
修
表
白
が
収
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
後
白
河
院
の
千
手
観
音
信
仰
の

由
来
と
と
も
に
、
応
保
二
(
-
―
六
二
）
年
六
月
院
の
如
法
千
手
護
摩
三
七
日

の
結
願
の

H
、

故
前
大
俯
正
槌
讃
夢
見
ラ
ク
、
院
は
生
身
の
千
手
観
音
に
ヲ
ハ
シ
マ
ス
、

何
ぞ
今
マ
テ
参
テ
拝
み
奉
ら
ざ
る
や
と
語
る
人
ア
リ
。
即
ち
夢
中
に
法
住

寺
殿
南
面
に
参
る
。
法
皇
御
白
衣
ニ
テ
御
小
袖
を
滸
た
ま
ひ
、
知
る
許
に

出
会
て
御
仰
せ
に
日
く
、
彼
は
何
事
に
参
ら
し
め
た
る
や
と
尋
ね
し
め
、

御
答
え
申
し
て
日
く
、
御
所
は
生
身
の
千
手
観
音
に
ま
し
ま
す
由
人
語
り

候
、
伯
て
拝
み
奉
る
為
に
参
る
所
也
。
咲
は
せ
た
ま
ふ
。
詑
讃
退
出
せ
ん

と
す
る
時
、
御
小
袖
を
か
か
げ
て
、
見
た
て
ま
つ
る
に
、
御
手
も
っ
て
の

外
に
長
く
見
せ
た
ま
ふ
。
拝
し
奉
る
と
本
の
如
く
御
衣
を
引
き
塞
が
せ
奉

り
了
ぬ
。

と
い
う
奇
瑞
の
話
を
昔
き
留
め
て
い
る
15
。
後
白
河
院
が
実
は
生
身
の
千
手
観

音
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
手
の
も
っ
て
の
外
の
長
さ
か
ら
知
っ
て
拝
む
、
と

い
う
夢
を
証
人
と
し
て
覚
讃
が
見
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
も
応
保
二
年
六
月
の
こ

と
、
ま
た
上
記
の
二
度
目
参
詣
の
際
の
熊
野
権
現
に
よ
る
奇
瑞
も
同
じ
年
の
こ

と
で
、
一
方
で
は
安
居
院
澄
憲
の
曹
き
留
め
、
他
方
で
後
白
河
院
の
体
験
諏
で

あ
る
が
、
共
通
し
て
千
手
信
仰
と
院
の
か
た
わ
ら
に
は
槌
讃
が
存
在
す
る
160

若
王
子
神
社
・
禅
林
寺
今
熊
野
社
が
澄
憲
の
表
白
に
よ
っ
て
牝
讃
の
創
始
に

な
る
も
の
だ
と
し
て
、
表
白
に
は
ま
ず
「
王
子
御
体
」
そ
の
後
「
三
所
権
現
」

の
宝
殿
を
造
っ
た
と
あ
っ
て
、
那
智
・
結
社
を
特
に
勧
請
し
た
と
は
記
し
て
い

な
い
。
「
若
王
子
神
社
文
書
」
で
も
「
摸
三
山
洛
外
而
建
立
神
祠
」
と
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
後
（
お
そ
ら
く
葬
氏
再
典
以
後
）
は
「
以
正
東

山
、
准
那
智
山
、
象
若
一
王
子
、
宝
名
号
若
王
子
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
若
王

子
神
社
11
那
智
説
が
一
般
に
な
る
の
は
、
修
験
道
の
整
備
に
つ
れ
当
社
が
都
に

お
け
る
修
験
道
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
か
ら
の
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
通
り
、
若
王
子
神
社
は
覚
讃
の
発
願
に
始
ま
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
後
白
河
院
創
始
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
―
つ
は
既
述
し
た
よ
う
に
法
住
寺
殿
の
今
熊
野
社
と
の
混
同
が
あ

る
。
今
―
つ
は
後
白
河
院
の
話
と
し
て
塗
り
か
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
砕
見
讃
が
澄
蛮
を
甜
師
と
し
て
禅
林
寺
今
熊
野
社
六
月
会
を
行
っ
た
の
は
平

治
元
年
。
そ
の
翌
年
十
月
に
先
達
と
し
て
院
に
従
っ
て
か
ら
覚
讃
の
人
生
は
激

変
し
た
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
出
世
と
名
抒
の
生
活
。
そ
の
中
で
一
結
の
衆

と
だ
け
で
閉
鎖
的
に
行
っ
て
き
た
神
事
は
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、
覚
讃
の
事
敗

に
残
る
こ
と
な
く
忘
れ
去
ら
れ
た
。
た
だ
澄
憲
の
表
白
だ
け
が
そ
れ
を
伝
え

る。
金
沢
文
庫
現
蔵
「
転
法
輪
紗
」
中
澄
憲
の
、
後
白
河
院
に
関
わ
る
最
も
古
い

表
白
は
「
平
治
五
十
日
御
逆
修
三
七

8
表
白
」
「
同
結
願
表
白
」
「
同
結
願
詞
」

一
結
で
、
こ
れ
は
後
白
河
が
上
皇
と
な
っ
た
平
治
元
（
―
-
五
八
）
年
五
月

二
十
九
日
か
ら
六
月
十
八

8
の
結
願

8
ま
で
の
五
十
講
の
際
の
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
「
禅
林
寺
新
熊
野
社
六
月
会
」
も
同
じ
平
治
元
年
六
月
に
施
行
さ

れ
て
い
る
。
後
白
河
は
院
と
な
っ
て
最
初
の
、
こ
の
大
き
な
法
会
（
「
百
錬
抄
』

8
 し

か
し
那
智
山
の
本
地
千
手
観
音
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
位
讃
の

師
覚
宗
は
悪
左
府
頼
長
の
千
手
経
の
師
で
あ
り
、
若
い
時
那
智
に
龍
居
し
て
い

た
。
そ
の
師
の
下
で
覚
讃
自
身
も
「
古
今
著
聞
集
j

に
あ
る
よ
う
に
「
那
智
千

日
行
者
」
で
あ
り
、
ま
た
、
も
と
よ
り
後
白
河
院
は
千
手
の
行
者
で
あ
る
。
若

王
子
神
社
が
那
智
熊
野
権
現
の
勧
請
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
に
と
っ
て
自
然
な

こ
と
だ
っ
た
。

に
は
「
貴
賤
成
群
」
と
あ
る
）
の
琳
師
を
澄
憲
に
さ
せ
た
が
、
伐
讃
も
同
月
こ

の
澄
憲
を
甜
師
に
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
に
関
係
の
な
い
は
ず
が
な
い
。
禅
林

寺
新
熊
野
社
表
白
最
終
段
に
「
仏
法
流
布
す
る
こ
と
、
必
ず
棺
那
之
合
力
に
依

る
、
普
根
の
成
就
す
る
こ
と
定
め
て
施
主
之
助
成
に
任
ず
」
と
あ
る
。
施
主
よ

り
前
に
述
べ
ら
れ
る
「
棺
那
之
合
力
」
と
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
。
施
主
覚

讃
の
背
後
に
橙
那
と
し
て
存
在
す
る
の
は
後
白
河
院
以
外
に
な
く
、
澄
憲
は
そ

の
関
係
を
わ
ざ
わ
ざ
表
白
中
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
記
録
の
上
で
は
そ
の

翌
年
の
熊
野
詣
か
ら
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
既
に
若
王
子
新
熊
野
社

を
は
さ
ん
で
院
と
覚
隈
の
連
絡
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
が
安

居
院
澄
憲
の
説
法
師
と
し
て
の
輝
し
い
第
一
歩
で
あ
っ
た
が
、
同
年
末
か
ら
翌

年
正
月
に
か
け
て
の
平
治
乱
に
連
座
し
た
と
し
て
信
浪
へ
流
刑
さ
れ
る
と
は
誰

し
も
予
想
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
時
で
あ
る
。

こ
と
熊
野
信
仰
に
関
わ
る
こ
と
で
は
、
後
白
河
院
と
槌
讃
は
一
体
化
し
て
い

た
と
も
み
な
せ
る
。
「
修
験
道
辞
典
」
（
東
京
堂
出
版

1
9
8
6
)
「
聖
設
院
」

項
で
は
「
覚
諧

(
1
0
九
二
＼
―
-
七
七
）
は
永
暦
元
年
(
-
―
六
0
)
後
白

河
上
皇
の
熊
野
三
所
詣
に
先
達
を
つ
と
め
、
聖
護
院
と
は
別
に
熊
野
三
所
権
現

を
洛
東
の
地
に
勧
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を
前
者
と
区
別
す
る
た
め
今
熊
野
と
呼

ぴ
、
覚
讃
自
ら
初
代
検
校
に
補
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
「
初
代
検
校

に
補
せ
ら
れ
た
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
覚
讚
が
法
住
寺
今
熊
野
社
を
建

立
し
、
「
自
ら
」
初
代
検
校
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
こ

う
し
た
誤
認
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
時
の
京
の
熊
野
信
仰
は
、
よ
ほ
ど
関
わ
り

あ
い
の
あ
る
狭
い
中
で
、
い
っ
て
み
れ
ば
後
白
河
院
と
三
井
寺
園
城
寺
の
関
係

の
中
で
、
ま
ず
は
展
開
さ
れ
た
も
の
だ
と
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

た
だ
後
白
河
院
の
周
辺
を
見
て
い
っ
て
も
、
若
王
子
神
社
及
ぴ
禅
林
寺
は
出
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注

8
 
7
 
6
 

5
 
4
 

3
 
2
 
ー

て
こ
な
い
。
鎚
讃
は
初
代
今
熊
野
検
校
と
し
て
そ
の
系
譜
を
残
し
て
お
り
17

、

＂
丸
讃
自
身
も
法
住
寺
殿
今
熊
野
社
に
の
み
記
臆
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
若
王
子
神
社
の
方
は
、
禅
林
寺
に
付
属
す
る
さ
さ
や
か
な
末
社
と
し

て
存
在
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
室
町
猫
府
の
外
護
を
得
て
勢

力
を
つ
け
、
聖
護
院
門
跡
院
家
筆
頭
正
東
山
若
王
子
乗
々
院
と
し
て
本
山
派
修

験
の
管
理
者
と
な
っ
て
ゆ
く
の
は
、
応
仁
の
乱
以
後
の
再
興
の
後
で
あ
る
。

小
山
靖
惑
「
熊
野
古
道
」
（
岩
沢
新
嘗

2
0
0
0
年）。

宮
家
準
「
熊
野
修
験
』
（
吉
川
弘
文
館

1
9
9
2
)
参
照
。

京
都
若
王
子
神
社
蔵
本
の
影
写
本
。
四
冊
。
当
該
文
書
は
第
二
冊

十
五

T
表
か
ら
十
八
丁
表
。
忠
雅
自
飛
で
は
な
く
天
保
期
の
写
で
あ

る
。
私
に
旬
読
を
付
け
た
。

注
2
宮
家
害
第
六
の
一
「
熊
野
三
山
検
校
と
三
山
奉
行
」
に
よ

る。今
熊
野
社
に
つ
い
て
は
、
菅
野
「
今
熊
野
神
社
考
ー
後
白
河
院
御

所
・
法
住
寺
殿
論
そ
の
―
|
」
（
「
東
横
国
文
学
」
第
二
十
五
号

1
9
9
3
)
で
論
じ
た
。
そ
の
時
は
禅
林
寺
新
熊
野
社
に
つ
い
て
は

注
で
触
れ
た
の
み
だ
っ
た
。

「
平
安
迫
文
古
文
書
編
」
第
八
巻
四

0
一三。

「
安
居
院
唱
甜
集
」
上
巻
（
角
川
書
店

l
9
7
o)
所
収
。

今
ま
で
本
表
白
は
後
白
河
院
主
催
の
法
会
の
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
山
崎
誠
「
澄
惑
略
年
譜
」
（
「
唱
浮
と
学
問
・
注
釈
ー

澄
憲
の
晩
年
と
「
雑
念
集
」
ー
」
「
唱
導
の
文
学
」
勉
誠
社

14 13 12 11 10 

，
 

1
9
9
5
所
収
）
で
は
、
建
久
元
年
六
月
の
頃
に
本
表
白
は
骰
か
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
院
六
十
凹
歳
の
年
で
あ
る
。
な
お
「
転
法
輪

抄
」
原
本
閲
邸
に
際
し
て
は
、
金
沢
文
庫
学
芸
貝
貰
井
裕
恵
氏
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
謝
意
を
述
べ
た
い
。

大
日
本
仏
教
全
書
―
二
七
巻
。

「
古
今
著
聞
集
」
本
文
は

H
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

「
十
訓
抄
」
本
文
は
新
編

H
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

「
国
史
大
辞
典
」
「
熊
野
一
―

-ll検
校
」
の
項
（
西
田
長
男
に
よ
る
）
。

「
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
」
本
文
は
馬
場
光
子
全
訳
注
「
梁
塵
秘
抄
口
伝

集
』
講
談
社
学
術
文
庫

2
0
1
0
)
に
よ
る
。
た
だ
し
私
に
漢

字
・
読
点
な
ど
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

「
心
解
け
た
る
た
だ
今
か
な
」
は
「
春
の
初
め
の
梅
の
花
、
密
ぴ
開

け
て
実
生
る
と
か
、
御
前
の
池
な
る
薄
氷
、
心
解
け
た
る
た
だ
今
か

な
」
の
結
旬
で
あ
る
。
後
白
河
院
が
礼
殿
で
歌
っ
た
千
手
観
音
の
押

願
の
今
様
「
枯
れ
た
る
草
木
も
た
ち
ま
ち
に
花
咲
き
実
生
る
と
説
い

給
ふ
」
に
呼
応
し
て
の
託
宣
歌
で
あ
る
と
注
13
馬
場
「
梁
塵
秘
抄
口

伝
集
」
の
解
説
が
あ
る
。
ま
た
「
御
前
の
池
な
る
」
は
「
朗
詠
九
十

首
抄
」
に
は
「
ま
つ
の
え
だ
に
は
一
説
」
と
注
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
馬
場
は
「
松
の
木
の
上
の
神
の
声
は
み
ご
と
に
そ
の
場
に
符
号

し
て
い
る
」
と
解
す
る
。
筆
者
は
「
松
の
木
の
下
」
で
通
夜
す
る
覚

讃
、
「
松
の
木
の
上
」
か
ら
神
の
声
、
と
い
う
箇
所
に
は
、
「
長
寛
勘

文
」
の
「
熊
野
権
現
御
垂
迩
縁
起
」
の
王
子
信
が
水
晶
体
と
な
っ
て

九
州
英
彦
山
、
伊
予
の
石
鎚
山
、
淡
路
の
諭
館
羽
峰
と
移
っ
て
、
初

、
、
、
、
、

め
て
の
紀
伊
國
で
は
切
部
山
西
の
玉
椰
の
岸
の
松
の
木
の
許
に

(21) 



五
十
九
年
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
。
院
政
期
に
お
け
る
熊
野
縁
起
で

は
「
松
の
木
」
は
単
な
る
樹
木
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
そ
こ
が
切
部

山
で
新
宮
で
は
な
い
の
で
、
直
に
「
御
垂
述
縁
起
」
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「
口
伝
集
j

の
こ
の
箇
所
と
は
、
後
白
河

院
と
覚
讃
と
熊
野
権
現
の
間
の
関
わ
り
の
深
さ
が
、
諸
言
表
・
表
象

で
窺
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注
7

「
安
居
院
唱
諄
集
」
「
転
法
輪
抄
」
表
白
二
「
院
文
治
御
逆

修
結
願
同
五
七

8
」
の
「
感
応
霊
験
」
。
私
に
読
み
下
し
た
。

後
白
河
院
の
千
手
観
音
信
仰
は
、
そ
の
母
待
賢
門
院
の
死
後
、
三
井

寺
の
道
覚
が
御
室
戸
僧
正
隆
明
の
本
隊
と
伝
え
る
千
手
観
音
の
絵
像

を
授
け
た
こ
と
始
ま
る
が
、
道
覚
は
覚
宗
の
弟
子
、
す
な
わ
ち
牲
讃

の
相
弟
子
に
な
る
。
院
十
九
歳
の
こ
の
時
点
で
、
千
手
信
仰
を
は
さ

ん
で
両
者
は
関
係
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
白
河
院

の
千
手
観
音
信
仰
に
つ
い
て
は
、
菅
野
「
後
白
河
院
の
信
仰
と
三
井

寺
ー
「
梁
座
秘
抄
」
仏
歌
を
媒
介
に
—
」
(
「
東
横
国
文
学
」
第
三
十

号

1
9
9
9
)
で
論
じ
た
。

注
2

「
熊
野
修
験
」
第
五
の
二
「
新
熊
野
検
校
系
図
」
参
照
。

＊
本
論
は
2
0
1
7
年
3
月
17
日
紀
州
地
域
共
同
研
究
会
第
四
回
研
究

集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
紀
州
地
域
の
「
う
た
」
と
聖
地
」
で
の
発
表

「
後
白
河
院
と
熊
野
ー
今
様
を
含
め
て
ー
」
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
席
上
様
々
な
ご
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
会
貝
諸
氏
に
謝
意
を
捧

げ
る
。
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